
5.愛知工業大学防災マニュアlレの作成

1経緯

本学には防災マニュアルが整偏されていないことから、地域防災研究センターが設立されたのを機に、マニュ

アル作成の機運が高まった。平成 17年 3月より、地域防災研究センター内にワーキンググループを立ち上げた。

6月には大学事務局からも委員をお願いし、マニュアル作成ワーキング、グ、ルーフ。を発足させ、センター長を中心

に防災マニュアルの作成作業を開始した。

平成 17年9月に「緊急事態対策本部設置規定・運用細則・緊急防災放送設備利用マニュアルJが大学協議会

で承認され施行された。対策本部内に「緊急事態対策室会議」が設置されマニュアル作成業務が具体的にスター

トした。地域防災研究センターからは、センター長が対策室長として、教員 l名、ポストドクトラル研究員 l名

が専門委員として参加した。

対策室会議は月に 1回のペースで会議は開始され、「従来見られた単なるマニュアルではなく、使えるマニュア

lレ=実践的マニュアル」の作成を目標に掲げて作業に入った。

2特徴

マニュアルを作成するためにまず次の基本方針が決定された。

(1) 大学として全体で取り組む

(2) 学長者トップとする組織

(3) 予算措置をとる

(4) マニュアルだけでなく防災体制にも取り組む

(5) 地域防災研究センターを活用する

(6) 防災をアピールできる大学(緊急地震速報、安否メールの導入)

(7) 地域との連携

実践的マニュアルとするために以下の基本構想が採用された。

(1) とりあえず、地震発生から 3時間後を時系列で整理する。

(2) 部署ごとに、誰が、何時、何をなすべきかを整理する。

(3) 縦軸そ時系列、横軸を部署名としてマトリックスで表示する。

(4) A(平日昼間講義帯)、 B (平日夜間講義帯、土曜日午後@夜間帯)、 c(休日、休暇、深夜時間帯)にわけ、

それぞ、れマニュアルを作成する。

(5) 予備対策などについては順次整備する。

基本的構想に沿って、記述すべき項目の洗い出しを行う一方で、以下の点に留意し実践的マニュアルの作成を進

めた。

対策本部長には学長が当たるが現実的には不在な場合が想定される。副学長以下指揮権順位をあらかじ

め表で明記し、誰が対策本部長となるかを明らかにしておく。

2 将来、緊急地震速報が導入されることを前提としたマニュアルを作成する。地域防災研究センターが緊

急地震速報に関する研究を実施していることから、全国初の導入大学として位置づける。

3 単なるマニュアルで無く実践的マニュエルであるためには設備の整備が不可欠であり、予算的措置をと

る。サイレン@放送設備を整備する、他キャンパスへの送信も行う。
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3マニュアルの概要

平成 18年 5月に対策本部会議が開催されマニュアルが承認された。マニュアルの概略(対策本部会議資料)

は以下のとおりである。

lマニュアルの骨子

1 )昼間講義中を想定した(夜間、祝日については今後検討する)

2)以下の時系列でシナリオ的に作成した。

a.注意情報、予知情報(警戒宣言)発令時

b目緊急地震速報発令時

C.地震発生時

d.地震発生後~沈静後① (0~ 45 分後)、同② (45 分~1 時間半)、同③ (1 時間半~3 時間)

3)各部所の対策と行動を具体的にマニュアル化した。

a.誰が、何処で、何を行うか。

対策本部、防災研究センタ一、営繕、警備、教学センター、入試部、学部@学科事務、教員、学内

諸施設、寮生、学内業者など

b.準備、設置、行動についての項目の明示

放送、避難誘導、点呼、救急活動、安否確認、帰宅支援、宿泊所設置、寮生対応など

4)新しい技術の導入

a.緊急地震速報による放送設備の設置(サイレンおよび自動放送「地震ですJ)

b.避難、安否、帰宅、宿泊学生の氏名の把握を学生証で点呼確認

C目携帯メール利用については検討中

5)行動の具体化

a.避難経路、避難場所を示すリーフレットの教室常備

b地域防災研究センターに対策本部設置(免震建屋、非常電源・水・トイレの確保)

c地震災害情報収集、本山キャンパスなどとの連絡体制

d.災害時必要な設備・道具などの準備。保管(今後整備)

2シナリオ

20秒前:緊急地震速報により自動でサイレンがなる。その後自動で「地震です」の放送が始まる。

避難開始(講義担当教員が誘導)

地震発生:

~5 分後:対策本部設置(地域防災研究センター 1 階、対策本部長は学長)。対策指示(消火活動、負傷者搬送、

被災度確認)。

~45分:避難完了(サッカ一場)。滞在学生・教職員確認。随時帰宅。

~1 時間 30 分:帰宅困難者用避難所(10 号館)開設。

~3 時間:宿泊者対策(宿泊所、寮)
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防災マニュアルの概要(マトリックス整理表)

平日授業実施時(A)の場4日

停車(時系列 大学としての対応事項 検討課題 対策本部
地域防災研

教員 学科事務室 研究室 学生 教学センタ 入試広報課 営繕謀 警備課
究センター

緊急地震連スを用ピーいてカ全ー学F非仁常伝放達送設備
緊急地震連報

報への対処
の配信 避難路の確罷 避難路の確保
退避路の確惇

地震発生
各教室に避難場所在指示した掲示

退避行動 退避行動 退避行動 退避行動 退避行動
退安避全行確動保身の

退避行動
を黒板横に貼る

云々

地震発生時 組織図の作成伺リ違)
対策本部の設置メン センタ対車

誘避難導場。講所義へ中
負f草者を救護 教員の指ホ 教職員の指不10ハンドマイク等を直って避 教職員の指示 建物被 地培佳

後~⑦地震沈静 パの参集"招集 本部町開設セ 室へ搬送 に世いF避難 世って避難(セン 難所へ誘導、現位所の関 に症って避難 害確認 民避難

避避教避導建難経難難室物場路?誘ご内そと導で所ののに混設のの後決凱方決定安めが法定(全とるお施((り講)学きあ設座科なえへい専部ずのよ攻局は誘うI別屋建事導)外物前誘

関連情報収集 ンター設惜の の場合It，担 場所へ避 トラル広場主!ま設 負傷者の救護 立入禁 広場へ
学生 E教職員への情

機地能震確情報認の収 当応教。非員常が勤対講
難回数員不 サッカ一場) 搬送 止表示 の誘導

報学伝生達教職員の避難
在の場合は 畢生i式セントラ 避難車 緊急車

集提供大学の 師には避難 各自で移 ル広場へ非難 物の決 両の誘
誘導指示

余震度藍情情報報提の配供 誘導終帰了宅後 動。 定 専

緊に関急す救る底力指‘応示急救護 原則 願
負護揮室者へを搬救送

学生教職員の避難誘導 建に避物難内整で混備凱慌の配備を検討する 晴、道タ道 つ。

体トラ験場ン担(シ周当ー波毛バ数のの扱聾いい方方なをど事訓前樟に) 
初期消火に関する指 号吉掠説情報m

負護樺室者へを搬救送方て 収身長
二次提害防止に闘す

現マニュアル者放の送任担命当者による誘導!る指示

地震体際につ障主概い要害琉て説学セのン生明対タ放へー応送の!こ対居応住措す置る

防虫対策班等への指

身 刀τ

国 外国 各部署への指示

人! て対

*救急、活動応急措置(保教謹本部の確保
健室応急救護所設置の 救護班l学生ボランティアの編成
可能性 負傷者の救誼搬送

病院への連絡搬量手踊 |収合トご々容わ々先せーの、へ協確l定j弟定締陸結前擦)院のと被吋保

女消火活動
火元と近隣(消の火講惜座材がは協つ力住し用て方消法火
にあたる
訓輯!まつ)

施設情!事誼管謂備理職者危員等院)が茸物確怪植認者担し状!担適現当切を者施な( 設
会被害状況の把握

設 教
員処
置1報告

方々一次提害の防止 設惜点樟など

地震沈静後 珪詮状況の把握 関連企菜との 帰宅困難な 専攻長の指示 研究室講 研究室1講座ごと 教藷課点呼用紙を避難 各誌験教室ご 建物イ

② 
草草(学11生次次被安教否害職情状員報湿)確の把認

L与話。引き読さ 学生!ま避難 で学生点呼の 座ごとに専 に報告授業時 所へ とに監督教員 ンフラ祖

安宜否確認
確認連絡方法の検討(手順とツ 首郭収集 場所に集合さ 補助 攻長へ報告 は担当教員の 学生課点呼(合宿寮生学 の指示に世う 害報告

ル) せる。教員が 救護伝達の 指示に世う 生章生留学寮生) 救護伝達等の 避難建
握

本ある部場蔓合員にで
補助 救霞恒定等の 対応可能な教員が点呼用 補助 物の決

救護，敢助に関する 補助 粧を回収 定
指示 i式かならず (回収用袋を予め準備す

関防連虫情対報葦収距集等への指
他の教員に る)
状沼を説明 点呼篠認報告を本部へ連

方τ
引ら本き部継へいでか

枯救かあ先(悟?た護へ(宜教病る距搬近藷者が送由諜を任)者担)請も架救に等護当でた活収る動容ほに

各部署への掲示 行〈

会行方不明者の控索 こと。

収容可能な病院の把握

地震沈静後Q 残留学生家族への連絡
軍第(学22生次次安学教否内職情拙員報害)確状認況 |連情ー報絡忌収引集をとものモき

桂歩帰宅可学生の帰宅状
桂能歩者帰は宅帰可宅

徒歩帰宅可能 提歩帰宅可能 建物イ 門ゲ

外畢部に損か犠らのが問出いた合場わ合せ!寮畳生付の部置署宿
曲者は帰宅 況を毘て順次 者は帰宅 者は帰宅 ンフラ檀 ト閉鎖
自家用自動帰宅 自家用自動 自家用自動車 自家用自動車旧 (本部

就整泊自所寝家戸(集場確用水中保車所が渋をの利滞利確用の用保で回しき避てる帰)かる学生の調

の把撞 車通勤公共 車通勤公 通学者道路状 通勤公共交通 手配報 指示に

帰学に生関宅す国同教る難職指者員示対の置掃に宅闇
交通機関利 共空通機関 現改善後掃宅 機関利用者は告 よる)

用状者調がは茸回通檀
利用者は主 公共空通機関 主通状担が回 工程ワ

通状兄が固 檀旧後順次帰 復次第帰宅 (桓旧

帰宅指示 井戸 確認

す盤関定る連及l日指情にび示報関指す示収る集方針決

次第帰宅 橿次第帰宅 宅 日平皇)
位き出しの検討(鈍容器等も準
備)
学生ボランティアの編成

非時差常退持社ち出者しに品つのい検て討の樟(各討部署単
防虫対葺班等への指
示

位) 各部署への指示

|第抽二膏本仕部，+捕樟上容空，-嗣を亜亭つhてhいJえる向高調圧布
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